
 

 

 

 

総  務  文  教  委 員 会 
       

     令和 4 年 11 月 24 日（木） 

1 5 時 0 0 分 ～  時  分 

全 員 協 議 会 室 

【委 員】 永見委員長、三浦副委員長、 

           肥後委員、大谷委員、芦谷委員、佐々木委員、西田委員 

【議長・委員外議員】 

【事務局】松井書記 

 

【議 題】 

1 はまだ市民一日議会での発言内容の今後の取扱いについて【総務文教委員会分】 

（委員間で協議） 

 

2  その他 
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番号 1 

テーマ 
学生の地域活動の現状と浜田市におけ

る地域交通 氏名 寺
てら

迫
さこ

 麟
りん

 

内容 

地域活動に出て行く交通手段に困ることが多々あるという現状がある。これ

は、地域で活動、挑戦をしたいと考える学生の大きな障壁となっている。こ

のような現状及び課題があるため、高速バスの価格を含めた利便性の向上に

よる地域交通手段の確立、地域側が学生ボランティアに対して使える有償ボ

ランティア制度などによる交通費や地域活動に対する金銭サポートを。 

対応 総務文教委員会の所管事務調査で取り上げる。 

 

番号 2 

テーマ ふるさと愛あふれる浜田へ 
氏名 筆坂

ふでさか

 寿之
としゆき

 

内容 

地域の魅力を知る機会を浜田市民にも他市や他県の方にもアピールする必

要がある。それに祭りを活用して他県や他市からも浜田に行きたいと思って

もらえるような浜田の魅力が詰まった一つの祭りや事業を行っては。 

対応 産業建設委員会の所管事務調査で取り上げる。 

 

番号 3 

テーマ 小さい子どもを対象とした遊園地 
氏名 北岡

きたおか

 泰
ひろ

睦
む

 

内容 

お魚センターの周辺に小さな子どもとその親をターゲットとした小さな遊

園地をつくることを提案。一日中遊べる場所が浜田市にでき、市外や県内の

家族が多く来る。話題性もあり、県外や市外からお魚センターに今まで来た

ことのなかった家族が来るようになる。お魚センターや市内で買物をするこ

とで、商業がより発展し、また移住したい家族も増えるという流れで、浜田

市にとってよい効果がある。 

対応 産業建設委員会の所管事務調査で取り上げる。 

 

 

 

令和 4 年 10 月 27 日 
全員協議会協議結 果 
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番号 4 

テーマ 
中高生のための「居場所」の必要性に

ついて 氏名 浦辺
うらべ

 太一
たいち

 

内容 

浜田市には、中高生のための居場所づくり活動に対する理解と支援を求め

る。浜田市地域子育て支援活動事業補助金のような補助金が、中高生のため

の居場所づくりにもつけば、事業も行いやすくなるのでは。まちづくりセン

ターを拠点とした居場所づくりを、地域の大人を巻き込み、構想を進めてい

きたい。 

対応 総務文教委員会の所管事務調査で取り上げる。 

 

番号 5 

テーマ 古着の回収を再開してほしい 
氏名 畑岡

はたおか

 美咲
みさき

 

内容 

古着の回収を再開し、回収した古着を地域の活動に役立てることができるの

では。古着のリメイク教室を実施しては。古着のリメイクを通して、捨てら

れなければならない衣服を少しでも減らそうという思いを子どもたちに持

ってもらえる。商品化や利益ではなく、意識を変えるための活動として。 

対応 福祉環境委員会の所管事務調査で取り上げる。 

 

番号 6 

テーマ 公共交通機関利用者により便利を 
氏名 原田

はらだ

 将
しょう

太朗
たろう

 

内容 

公共交通機関を利用する方にとって、よりよい浜田をつくるために、浜田駅

の近くに遅くまで開いている学習スペースを設置することを提案。現在の市

の計画も、自分が思い描くものに近かった。新しい学習スペースの場づくり

に浜高生を携わらせてほしい。 

対応 総務文教委員会の所管事務調査で取り上げる。 
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番号 8 

テーマ 
旧すくすく・旧Ｇクラブがこうなった

らいいな 氏名 伊達
だ て

 緋音
あかね

 

内容 

旧すくすくが公園になってほしい。大きな滑り台、シーソー、ブランコ、雲

梯、のぼり棒、鉄棒、ジャングルジム、アスレチックなどの遊具がある公園

がいい。 

旧Ｇクラブが駄菓子など置いてあるスーパーになってほしい。近所の高齢の

方も、歩いて買物に行けたらいい運動になる。子どももお使いができる。 

対応 
6月に採択したすくすくの跡地に関する請願のその後も踏まえながら、福祉

環境委員会の所管事務調査で取り上げる。 

 

番号 9 

テーマ 自助から共助・公助へ 
氏名 田村

たむら

 安悠
あんゆ

 

内容 

もしものときの市の備えに加えて、市と企業で協定を結ぶことはできない

か。大手企業だけでなく、身近にある店、ホームセンターなど、店舗によっ

て提供可能品を分担することで、災害時に市全体が一つになり、いち早く助

け合えることができるのでは。地域の防災意識が等しく高まるよう、小さい

頃から災害を自分たちのこととして考えられるよう、小学生用の防災クロス

ロードを購入・配布し、授業の中でも活用しては。 

対応 総務文教委員会の所管事務調査で取り上げる。 

 

番号 10 

テーマ 

文化部活動（合唱部門）の地域移行が

提唱検討されている今、浜田市（石見

地域）の新しい選択の模索について 氏名 堤
つつみ

 満喜
ま き

 

内容 

文化活動の練習会場の確保に苦慮している。経済的負担が軽減されるような

支援を。指導者、指揮者の確保にも苦慮している。大人と子どもが一緒に合

唱ができ、コンクールへ出場するための支援を。部活動の地域移行の検討の

中身を市民は見えない。市民に分かりやすく知らせてほしい。新しい合唱の

輪を築けるよう教育委員会とともに取り組んでいただきたい。 

対応 総務文教委員会の所管事務調査で取り上げる。 

 


